
○基本的視点の再チェック

○補助事業の内容および目的・効果

（目　的）

目　　的

（効　果）

・ 効 果

○財政的視点のチェック

○補助事業の収支状況　※上段:補助事業等に要する経費　[下段]:補助対象経費
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  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№１）

補 助 金 名
（交付金名）

商店街等持続化支援事業補助金
開　始

令和２年度
年　度

(単位：千円)

年　度
助　　成　　金

事業収入 会　費 繰越金 自己負担 計
市

団体等 　　課税事業者
　　免税事業者

の状況

商店街振興組合，事業協同組合または協同組合連合会
で小売市場を運営する団体，函館市商店街連盟に属す
る商店街団体，商工会

　商店街等の空き店舗等を活用して，継続的な集客につなげる事業を展開するチャレ
ンジショップやアンテナショップの出店に係る経費の一部を補助するほか，インバウ
ンドの受入環境を整備するために必要なソフト事業や，継続的な集客につなげる事業
として提案する商店街等を紹介する冊子，マップ等作成事業などに係る経費の一部を
補助する。

　商店街等の区域内に存在する空店舗等の活用や，増加するインバウンドの取り込み
などの課題の解決に取り組む事業を支援することにより，特色ある商店街等づくりを
促進し，継続的な集客につなげることを目的とする。

　商店街等が抱える課題の解決に取り組む事業を支援することにより，特色ある商店
街づくりを促進し，継続的な集客が図られるとともに，地域経済の活性化に資するこ
とが期待される。
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  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№２）

補 助 金 名
（交付金名）

商店街等持続化支援事業補助金

基　本　的　視　点 適 不適 説　　明

R5

出 R4

[1,974]

３
自主性（自主自立に向け努力してい
るか）

　前制度の元気いっぱい商店街等支援交付金
を見直し，現制度は補助割合および上限額を
大幅に引き下げるなど，補助対象者の自主自
立を促している。

４
有効性（他の手法ではなく補助する
ことが，施策目的実現に最適か）

　商店街等を取り巻く環境が厳しさを増すな
か，商店街等の活性化を図り，商店街等が自
主自立するまでは支援が必要である。

１

公益性
（明確な公益性があるか）

　商店街等は，地域コミュニティが衰退して
いるなか，市民から地域の核となる役割が求
められており，事業を企画することで市民等
と連携が図られるほか，商店街等に寄せられ
る多様な市民ニーズに対応するための事業を
実施することで，市民ニーズに応えることが
できると考える。

２
必要性（補助しなければならない事
業であるか）

　消費者のライフスタイルの変化や大型店の
出店等により，厳しい経営環境にある商店街
を支援することにより，個々の商店の振興，
ひいては本市商業の振興に寄与すると考える
ことから必要である。

　①広く市民生活の向上に貢献する
　　事業

　②市民ニーズが高い事業

２ 補助金等の使途は適切である

３ 積算基準は定められている

財　政　的　視　点 不適 不適の場合の理由と今後の対応について

１ 積算内訳は，前年踏襲となっていないか

６
自主財源の確保に努めている
（最低でも前年度の収入を確保している
か）

７ 経常経費の節減に努めているか

４
補助割合は，補助対象経費の１／２以内で
ある

　会員数の減少など厳しい経営環境において
事業実施が可能となる自主財源の確保状況な
どを勘案し，適切な補助割合としている。

５ 前年度繰越金は生じていないか
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○補助効果の検証
（効果測定方法，具体的な数値等）

（達成状況）

（評　価） （理　由）

十分効果をあげている

 一定の効果をあげている

効果が疑問である

その他

○今後の方向性
（見直しの内容）

（見直しの時期）

（廃止の理由） （その他の内容）

（廃止の時期）

○終期の設定

令和　　８　　年度 終期到来時に再検討 令和　　８　　年度

現行のまま補助を継続
　商店街等を取り巻く環境が厳しさを増すなか，自らの商
店街の特性をふまえた事業に取り組むことによって活性化
に繋がると考えられることから，令和６年度から対象事業
を拡充し，商業機能を強化する取組みだけでなく，イメー
ジアップなど商店街の魅力向上を通じて誘客に繋げる取組
みを対象とすることとし，引き続き支援する。

見直したうえで補助を継続

廃止

その他

終期設定 終期到来により廃止 次回チェック年度(予定)

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№３）

補 助 金 名
（交付金名）

商店街等持続化支援事業補助金

　事業の実施件数等で評価する。

　令和２年度　１件
　令和３年度　１件
　令和４年度　０件
　令和５年度　３件

コロナ禍で交付件数は低調だったが，令和５年度から
は自ら課題解決に取り組む商店街等が増えてきてい
る。


